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日本人が範とした北欧の野外博物館

Northern European Open-Air Museums
modeled after by Japanese

落合 知 子

OCHIAI Tolllloko

はじめに

北欧の植生は我が国の北海道の植生とよく似ている。街路樹にはナナカマドが植えられ、紫

陽花や立葵、裸、ハマナスなどが目に付く。植生だけを見る限り、さほど遠くの地に訪れたと

いう感じは受けないが、行く先々の国の印象が常に新鮮なのは風景 。植生が多様であり、それ

により文化 ・風土が独自のものを形成していくからである。つまり植物は文化であり、風土の

基本といえよう。

野タト博物館はその建物が置かれていた環境と共に展示されるところに最大の特徴があり、そ

の環境を含めてあらゆるものが展示物となり、その中から自国の文化を継承していくのが博物

館なのである。我が国の野外博物館は建物の保存のみを第一義に置いている館、教育を重視し

ている館、テーマパーク的な施設というように多種多様の形態があるが、その基本理念である

文化の継承を目的としている館は限られているのが現状のようである。

野外博物館の晴矢はスウェーデン王国に見られるもので、その後も北欧を中心に欧米諸国に

発展を遂げた。北欧の野外博物館誕生の要因は、19世紀の産業革命により伝統的民俗文化の減

少を招き、それに対する危機感から保存活用に取り組んだものであった。同様に我が国におい

ても戦後の農地改革や高度成長による開発により、伝統的建築物が取り壊されていくことに対

する焦燥感からの保存意識が大きな要因となったものである。

本稿は明治期から昭和初期にかけて、北欧の野外博物館を見聞した学者の記録を採り上げ、

さ らに 『Norsk Folkemuseum The Open_Air Museum』 、 『NORSK FOLKEMUSEUM』

『SKANSEN Traditional Swedish Style』を参考にしながら、スカンセン野タト博物館にあえて

複製を建設したアートゥル ・ハセリウスの野外博物館論を考察し、ノルウェー民俗博物館の概

要と現1大を紹介するものである。

1.日 本人が観た北欧の野外博物館

黒板勝美の観た北欧の野外博物館

黒板勝美は博物館学においてはその業績をあまり知られることのなかった学者であるが、そ

の研究に先鞭をつけた青木豊が 「黒板博士の博物館学思想Jの 中で論じた如く、黒板の博物館

学的意識は非常に強く、中でも明治44年に 「博物館学」なる語を使用し、その嗜矢となったこ

とは特筆すべきことであろう。更に大学博物館、町並み保存、動植物園の教育等を論じており
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博物館を教育機関として捉えていることの意義は大きいもので、我が国で博物館学的意識を

もって様々な資料保存を述べたのは黒板が始まりといえる。

黒板は野外博物館に相当する施設を 「野天のミューゼアム」「博物館的公園」「公園的博物館」

「動植物園的公園」「動植物園的博物館Jと 呼称し、野外博物館である史跡整備の保護は博物館

が行う必要があるという論を展開した。

意義ある博物館 か くて博物館といへば、最早いろいろのものを出来るだけ多く雑然と

陳列するところでなくつて了つた、そして過去十〇年来 「博物館學」とも称すべき新しい

研究が欧州に起こつたのである、(略)す べての陳列品に連絡がなければならぬ、そして

その陳列品の時代及びその地方の文化的風氣を復現せしめねばならぬのである。

文化的風氣の復現 然 らば文化的風氣の復現とは何であるかといふに、(略)前 にいつ

たスカンセンやビグドーの陳列館が古代の建築物をそのまま用ひて居るのは、賓にこの理

想を現出した一といつてよい。(博物館に就て (二)大 正元年八月二十六日 第 九千三百

六十五号)

というように、自らが訪れたスカンセン野外博物館やビグドー (ノルウェー民俗博物館)を

挙げており、北欧の野タト博物館から少なからず影響を受けていることがわかる。『西遊弐年欧

米文明記』においてはさらに詳細に北欧の野タト博物館について論じている。

我が國で博物館といふのは、元来ミューゼアムといふ欧州語の翻訳で、恰かもライブラ

リ又はビブリオテークを単に図書館と訳した誤謬とその誤謬を同じくして居る、ミューゼ

アムといふのは単に品物を陳列する場所で、その種類が百般博物に互るべきものと定まら

ぬ、それが独立した一の建築物であらうが、また或る一室であらうが、或は数多の建築物

から成つた一廓であらうが、皆或る物を陳列して縦列して縦覧せしむるところを指すので

ある、余は陳列所とか列品場とか命名することが最も営れるであらうと思う。欧州に於て

も単にミューゼアムといへば、はじめ古物または動植破物等の標本を陳列する建築物など

を名づけたのであるが、ミューゼアムの研究次第に進んで、その陳列法はいふに及ばず、

その組織にすら大変動を来すに及び、ここに博物館的公園といふものも起り、動植物的博

物館といふものも創められ、今はミューゼアムを博物館とすることが全く妥営でないこと

となつた。

前者の好例はクリスチャニの附近ビグドーにある諾威國民博物館で、後者の模範はス

トックホルムなるスカンセンである、一は公園的設備がまた博物館とも観らるべく、一は

動植物園の設備に博物館を合わせたものといふべく、しかも建築物そのものが既に一箇の

陳列品と称すべきである。

元来博物館の陳列法で第一に注意すべきことは、その陳列品の出来た時代とその場所の

アトモスフェヤとが、なるべくその陳列品の上に現はれ、その陳列室の内に溢れるやうに

せなければならぬ、観るものをして何となくその時代の人となり、その遺跡やその土地に

あるやうな感を起さしめねばならぬ、ただ古物を列べ、標本を陳ぬるだけで満足すべきも

のではない、若しここに一國の風俗を示し、習慣を示し、また美術工藝を示さんとならば、

その如何なる服装をなし、如何なる家屋に住し、如何なる家業に勤労し、如何なる遊戯を
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楽しみしかを、一日の下に分明ならしむるやうに、その陳列法を考へねばならぬ、これが

ビグドーの博物館となり、スカンセンとなった理由である。(中略)

スカンセンはストックホルムなるデュルガルド大公園の西部を書1して、一千八百九十
一

年ハゼリウス博士によつて創立された野天の博物館ともいふべき大仕掛のものである、そ

の廣さは凡そ七十エーカーにも及ぶであらう、峨々たる巌山もあれば、清冽なる湖水もあ

り、彼方の森林、此方の牧場田畝ここに瑞典
一國を凝集し縮篤したものといふも過言では

ない、天然の花井草木はいふに及ばず、虎々に鳥獣魚贔を飼養してよく馴れしめたるなど、

大動植物園の設備完きと共に、各州の風俗習慣はその地方地方から移住し来た人民によつ

て示され、地方特有の服装で、各その家業を営める様、この大公園の景趣を添ゆること幾

千ぞや、カール十二世時代の軍服を着けた番人に過ぎ去つた国民的自負の名残を留めたの

は瑞典人がせめてもの慰藉なるべく、ブレダブリックの塔上よリストックホルム全市を眺

望しながら、一杯のカフェーに渇を讐するは観光の客が最も喜ぶところであらう。

各地の風俗で特に珍しいのはラップの部落である、冬と夏との家をはじめ、馴鹿の飼養

場など宛然としていてその故郷に入るが如き心地がする、また十七世紀の哲學者エマヌエ

ル、スヴェデンボルグの遺物を偉へたるスヴェデンボルグ亭、ヘルシング州より持来れる

十六世紀ごろの建築等をはじめ、古色蒼然たる諸州の建物に往昔を回顧するに足るもの多

く、その廣大なる余は二回ここに遊んで、遂に全体を観ることが出来なかつた程であつた。

この種の博物館的大公園は、果して我が國に必要なる設備の一でないであらうか、また

古建築の保存すべきもの必ずしも寺社に限るべきことであらうか、現今における古社寺保

存法は更に大に改革すべき余地がないであらうか、我が営局者はこのスカンセン及びビグ

ドーの博物館を参考し、且つ西欧諸国の施設しつつあるところを観て、公園や博物館の設

備について研究すべきであらう。余はここにただ一言この種の設備をなすべき我が回の大

公園が奈良の春日公園たるべきことを提供するに止めて置く。

このようにビグドーのノルウェー民俗博物館とスウェーデンのスカンセン野外博物館の事例

を挙げて博物館的公園 ・野天博物館を述べている。スカンセンの描写は詳細に書かれており、

二回訪れて遊んだと記述していることからも、かなり興味を持った博物館であったことが読み

取れるのである。遊ぶという表現からアミューズメント性の高さも窺うことができる。古い建

物自体が陳列品であり、その陳列方法はただ単に並べて見せるのではなく、その陳列品が置か

れていた雰囲気が必要であり、その時代、その土地に自分があたかもいるかの如く錯覚するよ

うでなければならないことを論じ、一回の風俗 。習慣 ・美術を公開する方法としてこのような

タイプの博物館が出現したことを述べたものであった。

ノルウェー民俗博物館の移築建築物には其々の時代の雰囲気が室に満ちていることを述べて

おり、路傍に立てた一里塚の石札に払う注意力、観察力などは博物館学意識を持っての見方と

いえる。また、スカンセン野外博物館については植物の植栽・動物の飼育・コスチュームスタッ

フから受ける印象をその故郷に入るが如き心地がすると述べてはいるものの、野外博物館が我

が国に必要か、古建築保存が寺社に限ることでよいのかを、これらの博物館を参考にして研究

すべきであるという程度に留めており断定的な意見は述べていない。
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次に他の文献資料に見られる野外博物館を考察 してい くと、

野天のミューゼアムがある。それに近頃は野天のミューゼアム、換言すれば博物館的公

園という者も出来た、諾威のクリスチヤニヤ府の附近なるドグドウや、瑞典ストックホル

ムのスカンセンにあるミューゼアムが其よい賓例である。そして此等のミューゼアムでは

古物などを陳列した建物それ自身が古い時代の建築で、既に一の陳列品となつて居るばか

りでなく、百花井を争ふ植物も培養してある、優悠自適せる動物も飼養してある。甚だし

きに至つてはその一部にある喫茶店の給仕女が地方特有の服装で御茶を汲む、番人中古武

士の服を着けて槍など提げて居るのを観れば、彼等もまた賞に陳列品なるが如き心地がせ

らるる。(博物館に就て (一)大 正元年八月二十四日 第 九千三百六十三号)

公園的博物館 初 めに一寸述べた野天のミューゼアムに就て、今一度ここに言はして貰

ひたい、諾威のビグドウにしても、瑞典のスカンセンにしても、野天のミューゼアムであ

るが、同時にまた一の公園を成して居る、それで公園的博物館ともいへるが、是に動物や

植物が自然のまま養はれ植られてあるのを観れば、更に動植物的公園とも称することが出

来るであらう、これは中々大仕掛けのもので、無論國立たるべき性質を有するのであるが、

その目的はその回自身の縮宕をここに示さんとしたものである、例へばスカンセンは瑞典

國の縮図で、山川渓谷の有様から動植物の主なる分布を賞物で示すのみならず、北方に住

むラプランド人の天幕生活も観ることが出来れば、ストックホルム附近の風俗も知ること

が出来る、そしてその内なる建築物、建築物の中なる古代の工藝品等はまた歴史的に瑞典

を語つて居るのである。そして此等の建築はまた遺物として保存すべき必要からここに移

して来たともいふことが出来るので、この種のミューゼアムは史蹟遺物保存の一法として

賓行せられたものとしても可い。(博物館に就て (六)大 正元年八月三十日 第 九千三百

六十九号)

「博物館に就て」は大正元年の東京朝日新間に連載されたものであり、この考え及び知識は

欧米の博物館施設を実際の見聞によるものであることは前述したとおりである。博物館資料は

其々の時代、文化的風気の復現が伴なわなければならないことを強調し、建築物をそのまま保

存活用することの重要性を説いたものであった。その中でも野外博物館はその国の風俗・風土・

文化を表すものであり、まさに当該国の縮図といえるものと解釈したが、黒板の主張は史跡整

備を主軸としたものであり、野外博物館はあくまで史跡整備に活用することであった。

しかし、北欧の野外博物館を訪れた日本人はスカンセンのみを論じることが多く、ビグドー

の野外博物館の記述にまで及ばないのが特徴であるが、黒板はスカンセンを動植物園的博物館、

ビグドーを博物館的公園と呼称して、同じ北欧圏の野外博物館を分類しているとともに、その

解釈も黒板の細やかな観察と博物館学的考察が読み取れる。スカンセンは動物園もあり、演示

者も多く、多くの人が訪れていつも賑わっており躍動感を感じさせる野タト博物館である。一方

ビグドーはスカンセンほどの賑わいもなく、演示者も動物も少ないが、ずっしりと歴史の重み

を感じさせるほど臨場感のある野外博物館である。つまリスカンセンを動とすればビグドーを

静の野タト博物館という解釈をした黒板の博物館に対する眼は鋭く洗練されたものであったとい

えよう。
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棚橋源太郎の観たスカンセン野外博物館

棚橋は野外博物館に相当する施設について 「路傍博物館J「公園博物館」「戸外博物館」「戸

外文化史博物館」「地下博物館」「民俗園」「考古学園」「地学園」を用いている。博物館といえ

ば、これまでは一般に内部に物品を並べた建物であったが、建物の外の露天にまでも陳列して、

戸外博物館の名称が用いられることになった。これは博物館の歴史の上で見逃すことのできな

い大変な変わり方であると論じている。

①戸外博物館

(戸外博物館の発達〉 アウト・ドア・ミュージアム、即ち戸タト博物館の問題である。こ

れは本邦の古社寺や史蹟、名勝、天然記念物保存事業と関係のある施設で、博物館の内に

持ち込めないやうな大きい古建築物とか、或はその他の歴史的遺物、或は天然記念物の類

を戸夕れこ保存して、公衆の観覧に供せんとする新しい施設の
一つである。土俗、歴史、考

古学の博物館には、古い物を蒐集して館内に陳列してゐるが、音の農民の住宅、農舎風車

のやうな大きい物になると、博物館の内へ入れることが出来ないから、その博物館の附近

の野天にそれを移築するのである。そして建物のみでなく、家具の類までも、在りし営時

のままに備へ附けて置くのである。土俗を示すためには、その特別な服装をした住民まで

も、その住宅と一緒に移して来るのである。この企てを
一番早くやり出したのは、瑞典の

ストックホルムのノルディスカ、ムゼーと称する博物館で、スカンセンの戸外博物館と称

してゐる。

(スカンセンの戸外博物館〉この博物館はノルテイスカムゼーの本館から遠くない小高

い公園地に設けられてゐる。それが同博物館の附属になつたのは、1890年である。此虎に

は114の種々な建物で以て瑞典の歴史や民俗が示されてゐる。そして其等の家屋の多くは、

全国各地から本物を移築したもので、極めて少数のものは模造したものである。此庭には

農民の住宅や農舎ばかりでなく、農民及び農業生活に必要な戸外のすべての附属物並に

種々な記念碑、鐘楼、尖塔の類が設けられてゐる。そしてその目的の一つは、瑞典の各地

に於いて、各時代に行はれてゐた種々な建築法を紹介せんとするにある。この戸外博物館

は著しく世間の注目を引き瑞典を始め諸国に於けるこの種の博物館陳列方法の模範となつ

た。スカンセンの戸外博物館が倉1設されて、一たび世界の注意を惹いてから、その影響と

して各国に同様の企てが盛んに起つて来た。

(戸タト博物館に対する新奮雨思想)由 来博物館は、蒐集に重きを置いて来たのである。

即ち博物館は世界の何れの場所に存在する物をも、館内に蒐集することに腐心し来つたの

である。然しながら近来に至つては、館内に陳列品を集めようとする思想ちやうど反対側

をゆく思想に、多くの注意が向けられる々こととなつた。要は戸外に於いて自然のま々に

存する物を陳列品としようとするのである。さはいへ、戸外博物館なるものは、決して新

奇なものではなく、既にストツクホルムのスカンセンに久しい以前から有名なものがある

のである。然しながらスカンセンでは戸外に存在するものを、そのまま利用するといふよ

りは、寧ろそれを特に戸外に据附けて博物館としての作用をなさしめんとしたのである。

新らしい思想から云ふと、戸タト博物館なるものは、特に戸外へ物を陳列するのではなく、
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既に戸外に存在する物を単に利用するに過ぎないのである。かういふ原則から推せば、何

れの博物館も、戸外に存在する自然物なり、人工物なりを博物館の見地から説明紹介すれ

ば、それで或る程度まで戸外博物館となり得るのである。然しながらこの職能たるや、全

然新しい様式のものを造つて、それで以て戸タト博物館の事業を鴛食しようとするが如きこ

とは萬々なく、明かに戸外博物館に対する補充施設の一とし、博物館の屋外に於ける余計

な事業として、将来ますますその作用を発揮することになるであらう。

②民俗園

民俗学資料の陳列は館内だけでなく、博物館に接続して民俗園を設け露天陳列をしなければ

ならないとしており、世界戸外博物館であるスカンセンを理想の民俗園 (Fork park)と紹介

している。我が国の民俗園として石器時代から現代までの各時代の建物を移築したり、模造し

て、そこにその時代の民具を収集し、当時の服装で仕事をさせ、地方的季節料理を提供させる

ことを提案している。

この民俗園は、人類学博物館と共に、東京の中心から余り遠くない交通の便利な高台で、

東京湾を見おろして、ながめのよい所に設けたいと思います。そして園内へは、石器時代

から現代までの各時代の建物、たとえば石器時代の竪穴住居や上代家屋の実物大模型、室

町時代の町家の実物大の模型、飛騨白川村の大家族が一緒に住んでいる民家、村中の婦人

たちがお産に行く不浄小屋、江戸時代の農家、家庭の蚕糸取り場と機織場、古風な陶器工

場、本竹工場、紙すき場、水車場、染物屋 (こう屋)、時の大鼓、やぐら、一里づか、道

しるべ、道祖神、宿場の本陣、数奇屋風の茶室、昔の街道の茶店 (菓子 ・団子 。もち ・甘

酒の類)、居酒屋 (日本酒、季節的一品料理)、豊食所 (季節の郷土料理)な どの本物を、

各地から園内へ移して来たり、または昔の本物そっくりに模造したりするのです。そして

その時代の本物の家庭用具、農具、糸取り器械、木竹工具などを集めて、それぞれの建物

へ配置したり、取り付けたりするのです。陶器焼き、紙すき、蚕の糸とり、機織、木彫り、

竹細工などは、職人をその地方から呼びよせ、家族と共にその建物に住まわせ、その時代

の服装で仕事をさせて入場者に見物させ、造った陶器、木彫りのおもちゃ、竹細工、和紙

の類は、その場で見物人に賣らせるのです。また、茶室、茶店、居酒屋、豊食所でも、そ

れぞれの職業の人を出張らせるか、住まわせるかして、まっ茶、菓子、団子、もち、日本

酒、甘酒、地方的季節料理などを、なるべく清潔に取扱わせ、安価に提供させて、民俗園

の呼び物の一つにしたいものです。

野外博物館では、その地方の郷土食を体験できることがとても重要であり、必要なことであ

るが我が国の野外博物館で郷土食を味わえる博物館は少ない。これは野外博物館に限定してい

えることではなく、屋内博物館においても附帯するレストランの多くが一般のレストランのメ

ニューと変わりなく、その地方の郷土食を提供しているところはあまり見られないのが現状と

なっている。食文化こそがその地方の特色を強く反映しているものであり、移設収集型の野外

博物館などは各々の地方の建物において各地方の郷土料理が味わえれば、さらに個性豊かな地

域色の濃い博物館の確立が見られるものとなろう。
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③スカンセンと復製展示

世界最初の戸外博物館スカンセンについての記述は、

博士の意見では昔の生活状態を示すには、陳列ケ
ース内に物品を羅列したり、或集回式

の時代陳列室を設けたりしただけでは充分でない。宜しく館外の適営な土地に昔の建物を

移築して、それへ営時使用してゐた本物の家具、調度、衣服、器物の類を配し、取附けな

ければならぬと云ふのであつた。
一八九〇年には博物館前、丘陵の島の上の奮宮廷鹿林の

一小匠劃が博物館へ下賜され、滋に始めて博士が豫ての理想を賞現する機含を得、数年な

らずして小規模ながらスカンセン戸外博物館が出来たのである。この庭園は丘陵をなし、

流れや湖があり、眺望も絶佳で、戸外博物館に欠くことの出来ない必要條件を備へてゐる。

ここへ瑞典、ノルウェイその他の各地から、音の農民住宅、小百姓の住宅、領主の館 (中

略)百 十四の建築物が移築又は再建されてゐる。建設を始めてから余程後まで、これ等諸

建築物を集めて何にするか、即ち昔の
一つの町に造りあげるとか、或は田舎の村にすると

か云ふ、何人の計画もなかつたらしい。併し各建物の内部設備、家具の類は何れも完全し

て居り、建物の外にもスカンディナビア産の家畜や野獣が飼育されている。現在のところ

スカンセンは大体に於て観覧者を古い町地区から町の場末へ、それから園の奥の方の
一層

原始的建物へと次第に進ませるやうに出来てゐる。特殊民族の生活に開するこのやうな施

設は、観覧者に鮮明適確な印象を典えてゐる。例へば製粉所の附近では甘味な粉の香りを、

また澁工場の側では鼻を衝く澁の臭を嗅がされる如きもその
一つ、そしてこれ等の努力に

依り、見物人に封し、それが各家屋や工場に於ける特殊の服装であることを示すばかりで

なく、同時にまた奮い時代の大衆の通常服装であつたことをも想はじめるのである。(中略)

この戸外博物館創設の目的は既に述べた通り、一般の各国の民俗や、並に文化を紹介し、

各時代に於ける建築法や知識としようためであるが、その獨得の陳列方法は、著しく世人

の注目するところとなり、更に諸国に於けるこの種施設の模範となつてゐる。

このようにスカンセン野外博物館については、動物の飼育展示 ・臭覚に訴える澁の臭いとい

う野外博物館には重要とされる五感に訴える展示技法の必要性をすでに指摘している。我が国

の野外博物館にも北海道開拓の村のように動物のいない牧場や、博物館網走監獄の人形による

展示では時の上まった展示となってしまう。それに対して足助村の牛の展示や、琉球村の水牛

の展示は臭覚、視覚、聴覚に訴えるものとなっており、五感に訴える生態展示の好例であろう。

これは野外博物館であるからこそ可能な展示であり、積極的に取り入れることが望まれるもの

である。

特筆すべきはスカンセンに複製が含まれていることを記述していることである。前述の①戸

外博物館 〈スカンセンの戸外博物館)に 「そして其等の家屋の多くは、全国各地から本物を移

築したもので、極めて少数のものは模造したものである。」と③スカンセンと複製展示に 「音

の農民住宅、小百姓の住居、領主の館 (中略)百 十四の建築物が移築又は再建されてゐる。」

と論じており、さらに 『博物館 ・美術館史』においてもスカンセンの展示に複製が含まれてい

ることを論じている。

ストックホルム北方博物館の創立者アツエリウスは、歴史資料の陳列は、ケース内の展
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